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平
成
二
十
四
年
十
二
月
二

日
（
日
）、「
自
助
・
共
助
と

連
携
」
を
テ
ー
マ
に
、
大
規

模
地
震
を
想
定
し
た
総
合
防

災
訓
練
を
生
駒
市
と
共
催
で

開
催
し
、
約
三
千
九
百
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
は
、
主
会
場

を
真
弓
小
学
校
と
し
、
市
内

各
地
区
に
地
区
会
場
を
設
け

同
時
進
行
し
、
防
災
無
線
を

使
っ
て
被
災
状
況
の
確
認
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

主
会
場
で
は
、
地
域
住

民
、
自
衛
隊
、
警
察
署
、
消

防
な
ど
関
係
団
体
が
連
携
し

た
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

い
ざ
と
い
う
と
き
、
ど
の

よ
う
に
行
動
す
る
の
か
。
正

し
い
防
災
知
識
を
学
び
、
安

全
な
暮
ら
し
は
、
地
域
で
築

く
こ
と
を
再
認
識
し
ま
し

た
。

　

自
治
連
合
会
で
は
、
今
後

も
市
と
協
力
し
な
が
ら
、
災

害
に
強
い
自
助
・
共
助
の
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
各
地
区
の
訓
練
詳
細
は
２

ペ
ー
ジ
以
降
）

生
駒
市
総
合

防
災
訓
練
を
開
催

ヘリコプターで人命救助

自衛隊による炊き出し

特
集
生
駒
市
総
合
防
災
訓
練



	 生駒市自治連合会だより　第 38号	 平成 25年３月1日（2）

森口・上松まで

THE BETTEI
生駒市桜ヶ丘2-50

 
家族葬専用会館 （　　　　　　　　　　　　横）

※事前相談・会館見学受付中

　「THE BETTEI」は　あなたの大切な方を
ご家族らしく送り出せるセレモニーホールです

 

　

真
弓
小
学
校
区
で
は
、
本

会
場
で
あ
る
真
弓
小
学
校
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
へ
住
民
約
百
名

と
、
要
援
護
者
、
負
傷
者
十

数
名
が
車
イ
ス
と
リ
ヤ
カ
ー

を
使
い
民
生
・
児
童
委
員
と

と
も
に
避
難
し
て
来
た
と
の

想
定
で
始
ま
っ
た
。

 

初
期
消
火
訓
練
・
救
護
所

設
置
訓
練
・
避
難
所
設
置
訓

練
・
土
砂
崩
れ
現
場
の
復
旧

作
業
訓
練
・
給
水
車
に
よ
る

　

西
地
区
は
、
俵
口
小
学
校
区
と

生
駒
台
小
学
校
区
が
あ
り
、
生
駒

台
小
学
校
区
は
十
四
自
治
会
で
、

五
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
て
訓
練
を

行
い
、
六
百
五
十
名
参
加
し
た
。

俵
口
小
学
校
区
は
、
八
自
治
会

四
千
三
百
二
十
八
世
帯
を
対
象
に

実
施
し
た
。

一
．
実
施
す
る
た
め
の
打
合
せ
会

　

第
一
回
検
討
会
を
八
月
六
日
に

自
治
会
長
、
民
生
・
児
童
委
員
代

表
、
中
学
校
長
、
小
学
校
長
、
幼

稚
園
長
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
が
参
加

し
、
訓
練
場
所
は
俵
口
小
学
校
、

参
加
人
数
目
標
五
百
人
を
設
定
し

た
。
併
せ
て
訓
練
内
容
と
各
リ
ー

ダ
ー
を
決
定
。
そ
の
後
、
検
討
会

等
を
重
ね
十
一
月
十
四
日
参
加
団

体
で
当
日
の
訓
練
内
容
を
決
定
。

二
．
訓
練
実
施
概
要

　

九
時
三
十
分
地
震
発
生
後
、
各

自
治
会
は
一
時
避
難
場
所
に
集
合

し
、
十
時
十
五
分
迄
に
俵
口
小
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
避
難
。
総
数
五 

百
二
十
七
人
（
中
学
生
三
、
小
学

生
六
十
、
園
児
二
十
三
、
幼
児
五

含
む
）。
十
時
三
十
分
連
合
会
長

開
催
宣
言
し
四
箇
所
に
分
か
れ
て

左
記
訓
練
を
行
い
十
二
時
に
終
了
。

三
．
訓
練
内
容

　

①
テ
ン
ト
張
り　

②
炊
き
出
し

訓
練
ア
ル
フ
ァ
米
で
実
施　

③
土

嚢
作
り
と
土
嚢
積
み
訓
練　

④
新

聞
紙
で
ス
リ
ッ
パ
作
り　

⑤
展
示

（
防
災
グ
ッ
ズ
の
展
示
、
ブ
ロ
ッ
ク

を
使
っ
た
釜
戸
、
ア
ル
ミ
製
軽
量

車
イ
ス
の
紹
介
）　

⑥
防
災
無
線

使
用　

③
は
市
職
員
指
導
受
け
る

四
．
考
察

　

地
区
自
治
会
員
が
一
堂
に
集
ま

る
今
回
の
訓
練
好
評
で
あ
っ
た
。

飲
料
水
の
給
水
訓
練

を
行
い
、
避
難
所
で

は
仮
設
ト
イ
レ
や
ダ

ン
ボ
ー
ル
で
簡
易

ベ
ッ
ト
の
組
み
立

て
、
ア
ル
フ
ァ
米
の

炊
き
出
し
訓
練
を

行
っ
た
。

　

し
か
し
、
今
回
の

訓
練
に
お
け
る
反
省

点
は
、
ま
ず
最
初
に

各
自
治
会
に
お
い
て

民
生
・
児
童
委
員
と

と
も
に
安
否
確
認
を

行
っ
て
か
ら
避
難
所

ま
で
避
難
誘
導
の
訓

練
を
す
る
べ
き
で

あ
っ
た
。

地
区
自
治
連
合
会

北

地
区
自
治
連
合
会

西

真
弓
三
丁
目
自
治
会

会
長
　
吉
川
　
晶
恭

喜
里
池
自
治
会

会
長
　
吉
田
　
　
登

子どもたちも参加しました

俵口小に集合

土嚢づくり

トリアージ
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中
地
区
二
十
五
自
治
会
で
は
、

自
治
会
同
士
が
助
け
合
う
た
め
に

は
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
か
、
そ
の

手
が
か
り
と
し
て
今
回
の
訓
練
を

行
お
う
と
計
画
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
併
せ
て
、
民
生
・
児
童
委
員
、

小
学
校
、
幼
稚
園
・
保
育
所
関
係

者
と
も
三
回
の
対
策
会
議
を
開
い

て
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
の
共
有
に
努

め
ま
し
た
。

　

九
時
三
十
分
地
震
発
生
と
と
も

に
、
そ
れ
ぞ
れ
自
治
会
個
別
に
近

隣
の
公
園
に
住
民
避
難
の
呼
び
か

け
や
、
自
治
会
役
員
が
一
時
避
難

場
所
・
自
治
会
長
宅
等
に
安
否
確

認
情
報
を
持
ち
寄
る
な
ど
の
行
動

を
行
い
ま
し
た
。
幼
稚
園
、
保
育

所
の
園
長
さ
ん
も
自
治
会
の
避
難

場
所
に
避
難
し
、
そ
の
後
の
行
動

に
も
参
加
を
頂
き
ま
し
た
。　

　

十
時
、
谷
の
多
い
中
地
区
で

は
、
地
形
を
考
慮
し
た
地
域
セ
ン

タ
ー
（
図
書
会
館
、
市
民
体
育
館

駐
車
場
等
六
カ
所
）
を
設
定
、
周

辺
各
自
治
会
か
ら
集
ま
っ
て
い
た

だ
き
、
地
域
の
状
況
を
取
り
ま
と

め
桜
ヶ
丘
小
（
中
地
区
防
災
セ
ン

タ
ー
）
へ
報
告
す
る
と
い
う
情
報

伝
達
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

十
一
時
、
桜
ヶ
丘
小
学
校
へ
集

合
後
、
給
水
車
に
よ
る
給
水
訓

練
、
桜
小
防
災
コ
ン
テ
ナ
の
見

学
、
炊
き
出
し
の
ア
ル
フ
ァ
米
、

豚
汁
の
試
食
を
行
い
ま
し
た
。
地

域
の
方
に
も
多
数
参
加
し
て
い
た

だ
き
、
三
百
五
十
人
の
参
加
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

地
震
発
生
想
定
時
刻
に
直
ち
に

避
難
訓
練
を
開
始
、
一
時
避
難
場

所
に
集
合
、
避
難
予
定
者
の
点
呼

確
認
の
後
、
直
ち
に
指
定
避
難
所

で
あ
る
東
小
（
十
三
自
治
会
）
緑

行
動
す
る
か
」
と
絶
え
ず
想
定
し

日
常
生
活
を
送
る
こ
と
が
肝
要
で

あ
る
こ
と
を
痛
感
し
た
、
意
義
の

あ
る
防
災
訓
練
で
あ
っ
た
。

地
区
自
治
連
合
会

中

地
区
自
治
連
合
会

東
中
（
四
自
治
会
）
に
移
動
、

四
百
二
十
六
人
が
、
共
助

に
重
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
推
進
を
図
る
た
め
炊
き

出
し
訓
練
を
行
っ
た
。

　

緑
中
を
地
区
本
部
と
し

て
、
東
小
、
緑
中
に
お
け

る
地
震
被
害
状
況
と
避
難

者
の
状
況
の
伝
達
訓
練
を

行
っ
た
。
更
に
真
弓
小
に

設
置
さ
れ
て
い
る
市
災
害

対
策
本
部
と
無
線
機
を
操

作
し
て
情
報
伝
達
訓
練
も

実
施
し
た
。
午
前
十
一
時

終
了
。

　

指
定
避
難
所
で
は
防
災

コ
ン
テ
ナ
に
備
え
つ
け
の

炊
き
出
し
用
鍋
と
コ
ン
ロ

を
使
っ
て
豚
汁
と
ア
ル

フ
ァ
米
を
炊
き
出
し
、
東

小
三
百
食
、
緑
中
二
百
食

を
、
各
給
水
、
給
食
班
担

当
の
自
治
会
が
手
順
通
り

避
難
者
に
配
食
を
完
了
、

美
味
し
く
頂
い
た
。

　

日
頃
か
ら
「
も
し
今
大

地
震
が
発
生
し
た
ら
ど
う

辻
町
ア
ー
バ
ン
ラ
イ
フ
自
治
会

会
長
　
森
岡
　
文
夫

緑
ヶ
丘
自
治
会

会
長
　
上
埜
　
作
治

炊き出し用の釜を使ってアルファ米、豚汁を準備

緑中で炊き出し東小に集合

	特集　生駒市総合防災訓練
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平
成
二
十
四
年
度

　

第
二
回
生
駒
市
自
治
連
合
会
全
体
集
会
を
開
催

平
成
二
十
四
年
度

　

第
二
回
生
駒
市
自
治
連
合
会
全
体
集
会
を
開
催

　

南
地
区
二
十
七
自
治
会
よ
り
総

数
二
百
二
十
九
人
も
の
参
加
が
あ

り
、
防
災
意
識
を
高
め
る
為
の
取

り
組
み
と
し
て
は
、
大
い
に
意
義

の
あ
る
、
一
歩
を
踏
み
出
し
た
感

の
あ
る
一
日
で
あ
り
ま
し
た
。

　

南
地
区
自
治
連
合
会
と
し
て

は
、
内
容
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね

提
供
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

正
に
、
自
助
・
共
助
に
基
づ
く

防
災
訓
練
を
実
施
す
る
事
が
出
来

ま
し
た
。
今
後
は
、
こ
の
経
験
を

生
か
し
て
、
取
り
組
み
を
進
め
て

行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
実
感

し
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
四
年
度
生
駒
市
自
治

連
合
会
第
二
回
全
体
集
会
を
一
月

三
十
日
、
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し

た
。

　

今
回
の
全
体
集
会
で
は
、
昨
年

実
施
し
た
生
駒
市
総
合
防
災
訓
練

の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
最
初

に
、
総
合
防
災
訓
練
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

視
聴
し
、
そ
の
後
、
森
岡
防
災
部

会
長
か
ら
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

報
告
の
要
旨

　

今
回
の
総
合
防
災
訓
練
は
、
自

治
会
を
は
じ
め
、
民
生
・
児
童
委

員
、
学
校
、
幼
稚
園
、
老
人
ク
ラ

ブ
な
ど
が
参
加
し
、
各
地
区
自
治

連
合
会
が
、
自
治
会
同
士
の
連
携

を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
大
変
意

義
の
あ
る
防
災
訓
練
と
な
っ
た
。

　

平
成
二
十
三
年
度
か
ら
防
災
部

会
で
は
、
生
駒
市
の
防
災
体
制
や

生
駒
市
地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て

勉
強
会
を
実
施
し
、
防
災
コ
ン
テ

ナ
、
備
蓄
庫
な
ど
の
見
学
を
行
っ

て
き
た
。

　

勉
強
し
て
い
く
中
で
、
地
区
に

よ
っ
て
想
定
さ
れ
る
被
害
が
違

う
、
各
地
区
で
も
独
自
の
訓
練
内

容
を
決
め
て
、
防
災
訓
練
を
実
施

す
る
の
が
い
い
の
で
な
い
か
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
本
部
と
連
携
し

な
が
ら
地
区
の
防
災
訓
練
を
実
施

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

一
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
か

ら
、
東
南
海
、
南
海
地
震
の
可
能

性
を
感
じ
さ
せ
、
生
駒
市
民
の
災

害
の
関
心
が
高
ま
る
中
で
、
防
災

訓
練
に
取
り
組
み
、
自
治
連
合
会

と
し
て
会
員
の
防
災
意
識
の
高
揚

を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
で

終
わ
る
の
で
は
な
く
、「
自
助
・

共
助
と
連
携
」
を
今
後
も
継
続
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　

多
数
の
自
治
会
長
の
参
加
を
い

た
だ
き
、
災
害
へ
の
備
え
の
意

義
、
必
要
性
を
再
確
認
す
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

全
体
集
会
後
に
は
、
地
区
別
会

議
も
行
わ
れ
、
地
域
の
課
題
解
決

に
向
け
て
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

ま
し
た
が
、
い

ざ
実
施
す
る
と

な
る
と
場
所
の

選
定
等
、
な
か

な
か
難
し
い
も

の
で
す
。
場
所

は
、
南
コ
ミ
セ

ン
せ
せ
ら
ぎ
で

実
施
す
る
事
に

な
り
ま
し
た
。

　

各
自
治
会
よ

り
徒
歩
で
避
難

経
路
を
確
認
し

な
が
ら
、
地
区

会
場
に
集
合
、

情
報
伝
達
と
給

水
訓
練
、
防
災

倉
庫
の
点
検
を

実
施
し
ま
し

た
。
炊
き
出
し

訓
練
で
は
、
Ｊ

Ａ
女
性
部
の
皆

さ
ん
の
協
力
で

実
演
と
試
食
の 地

区
自
治
連
合
会

南

壱
分
町
東
自
治
会

会
長
　
藤
尾
　
　
清

耐震性貯水槽からの給水訓練 炊き出し風景

	特集　生駒市総合防災訓練
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北
地
区
自
治
連
合
会
は
、
平
成

二
十
四
年
十
一
月
十
七
日
、「
人

と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
」
と
「
北

淡
震
災
記
念
公
園
」
を
訪
問
し
、

阪
神
淡
路
大
震
災
の
教
訓
を
得
る

と
と
も
に
、
防
災
に
関
す
る
知
識

を
習
得
し
、
災
害
に
強
い
街
づ
く

り
の
た
め
に
、
自
主
防
災
活
動
に

つ
い
て
学
ぶ
こ
と
を
目
的
に
実
施

し
た
。

　

平
成
十
四
年
に
開
設
さ
れ
た

「
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
」
で

は
地
震
破
壊
の
す
さ
ま
じ
さ
を
映

像
と
音
響
で
体
験
し
た
。
今
さ
ら

な
が
ら
、
想
像
を
絶
す
る
地
震
災

害
の
恐
ろ
し
さ
に
驚
愕
す
る
と
と

も
に
、
倒
壊
し
た
家
屋
、
高
速
道 

路
の
倒
壊
の
映
像
を
見
る
に
つ
け
、

こ
の
よ
う
な
震
災
が
二
度
と
起
こ 

っ
て
欲
し
く
な
い
と
強
く
思
う
。

　

次
に
、
平
成
十
年
に
オ
ー
プ
ン

し
た
北
淡
震
災
記
念
会
館
を
訪
問

し
た
。
各
種
展
示
の
中
で
野
島
断

層
保
存
館
で
は
大
震
災
で
発
生
し

た
断
層
の
亀
裂
が
あ
り
の
ま
ま
保

存
・
展
示
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、

震
災
体
験
館
で
は
震
度
五
強
の
揺

れ
を
実
地
体
験
し
た
。
改
め
て
地

稲
の
束
に
火
を
つ
け
ま
し
た
。

　

浜
辺
に
い
た
村
人
は
燃
え
上
が

る
火
を
見
て
、「
庄
屋
さ
ん
が
火
事

だ
」
と
山
道
を
駆
け
登
っ
て
、
津

波
の
被
害
か
ら
免
れ
た
、
と
言
う

物
語
で
す
。
そ
の
後
庄
屋
は
、
自

費
を
投
じ
て
津
波
よ
け
大
堤
防
を

建
設
し
ま
し
た
。

　

事
実
、
湯
浅
町
の
堤
防
は
昭
和

の
南
海
地
震
津
波
で
見
事
に
そ
の

役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
湯
浅
町
の
防
災
設
備
を

見
学
し
た
後
、
和
歌
山
市
消
防
局

防
災
学
習
セ
ン
タ
ー
で
、
煙
避
難

体
験
、
消
火
器
に
よ
る
初
期
消
火

体
験
、
地
震
体
験
車
『
ご
り
ょ
う

君
』（
稲
む
ら
の
火
の
庄
屋
の
実

名
）
に
よ
る
震
度
七
の
直
下
型
地

震
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
で
防
災
訓
練
が
、

い
か
に
大
切
か
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

西
地
区
自
治
連
合
会
は
、
平
成

二
十
四
年
十
月
二
十
七
日
に
和
歌

山
県
湯
浅
町
の
「
稲
む
ら
の
火
の

館
」
と
「
和
歌
山
市
消
防
局
防
災

学
習
セ
ン
タ
ー
」
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
は
十
二
月
に
行
な

わ
れ
る
、
市
民
参
加
の
生
駒
市
総

合
防
災
訓
練
の
意
識
高
揚
と
知
識

の
習
得
が
目
的
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
バ
ス
車
中
で
も
各

小
学
校
区
の
総
合
防
災
訓
練
実
施

案
の
報
告
及
び
検
討
会
を
市
職
員

を
交
え
、
湯
浅
町
到
着
ま
で
行
い

ま
し
た
。

「
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
」

「
北
淡
震
災
記
念
公
園
」を

視
察
し
て

　

真
弓
南
自
治
会

会
長　

城
戸　

英
俊

「
稲
む
ら
の
火
の
館
」
を

訪
ね
て

　

ラ
イ
オ
ン
ズ
マ
ン
シ
ョ
ン

　

俵
口
自
治
会会

長　

長
岡　

均
一

震
の
凄
ま
じ
さ
と
、
怖
さ
を
実
感

し
た
。

　

体
験
談
で
は
、
地
震
災
害
は
予

測
困
難
で
あ
り
、
い
か
に
被
害
を

少
な
く
す
る
備
え
（
自
助
）
が
大

切
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
淡
路
島

北
淡
町
で
は
地
震
で
倒
壊
し
た
家

屋
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
人
の
大
半

は
近
隣
の
皆
さ
ん
で
救
出
し
た
と

の
話
、
共
助
の
大
切
さ
を
強
調
さ

れ
た
。

　

今
回
の
研
修
は
、
今
後
予
想
さ

れ
る
南
海
、
東
南
海
地
震
な
ど
の

地
震
災
害
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う

に
備
え
て
お
く
べ
き
か
を
、
再
認

識
出
来
た
。

　

自
治
会
に
お
い
て
、
災
害
へ
の

備
え
は
大
切
で
す
が
、
す
べ
て
の

災
害
を
防
ぐ
こ
と
に
限
界
は
あ
る

が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
拡
げ
近
隣

と
の
信
頼
関
係
を
築
き
、
い
ざ
と

言
う
時
に
助
け
合
え
る
関
係
を
築

い
て
お
く
こ
と
こ
そ
が
、
最
も
重

要
な
こ
と
と
考
え
る
。

北
地
区
県
外
研
修

西
地
区
県
外
研
修

　
「
稲
む
ら
の
火
」
の
物
語
は
、

小
泉
八
雲
こ
と
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・

ハ
ー
ン
の
作
品
で
知
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
ス
ト
ー
リ
ー
の

大
筋
は
次
の
様
な
も
の
で
す
。

　

海
辺
の
村
の
庄
屋
は
高
台
に

あ
る
自
宅
か
ら
、
海
の
水
が
引

い
て
行
っ
て
い
る
の
に
気
付
い

た
。

　

津
波
が
来
る
。
早
く
村
人
に

知
ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

今
か
ら
浜
に
行
っ
て
も
間
に
合

わ
な
い
し
、
声
も
届
か
な
い
。

　

庄
屋
は
収
穫
し
た
ば
か
り
の

南海大地震で救った堤防

野島断層
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昨
年
の
台
風
十
二
号
に
よ
る
集

中
豪
雨
被
災
地
、
和
歌
山
県
、
奈

良
県
十
津
川
地
区
を
訪
れ
た
。

　

十
津
川
村
で
は
、
十
津
川
村
の

被
害
状
況
と
一
年
か
け
て
の
現
状

復
興
に
つ
い
て
の
講
義
が
あ
っ

た
。
全
国
か
ら
の
支
援
を
頂
い

て
、
生
命
線
で
あ
る
国
道
一
六
八

号
、
一
六
九
号
道
路
は
通
行
可
能

と
な
っ
た
。

　

平
成
二
十
三
年
八
月
台
風
十
二

号
が
四
国
に
上
陸
。
県
内
で
は
、

千
八
百
か
所
の
土
砂
崩
れ
、
山
腹

崩
壊
。
土
砂
ダ
ム
は
、
五
條
市
大

塔
町
赤
谷
、
野
迫
川
村
北
股
、
十

津
川
村
長
殿
、
栗
平
の
四
ヶ
所
。

現
在
は
、
仮
排
水
路
が
完
成
し
て 

い
る
。河
川
堆
積
四
～
五
ｍ
上
昇
。

堆
積
物
の
処
理
は
、
昔
な
ら
コ
ン

ク
リ
ー
ト
加
工
し
た
が
、
現
在

は
、
大
量
の
土
砂
の
処
分
が
出
来

ず
に
困
っ
て
い
る
と
の
事
だ
っ
た
。

　

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
は
、
電
気
、
電

話
一
ヶ
月
無
し
。
衛
星
電
話
を

買
っ
て
い
た
ら
良
か
っ
た
と
反
省

し
て
い
る
と
の
事
。
問
題
点
は
、

情
報
不
足
と
孤
立
。
役
場
職
員
の

六
割
し
か
出
勤
で
き
ず
、
人
員
不

足
で
手
が
回
ら
な
か
っ
た
。

　

各
方
面
か
ら
支
援
。
自
衛
隊

二
百
五
十
名
で
行
方
不
明
者
の
捜

査
。
生
駒
市
か
ら
も
七
名
支
援
。

十
月
末
で
終
了
。

　

昨
年
の
盆
前
に
七
つ
の
区
長
が

自
主
防
災
の
強
化
に
向
け
て
相

談
。
防
災
訓
練
は
す
べ
き
で
、
住

民
と
行
政
が
訓
練
の
中
で
い
ろ
い

ろ
な
気
づ
き
が
あ
る
。
自
分
の
命

は
、
自
分
で
守
る
。
道
路
網
の
寸

断
を
想
定
し
て
三
日
分
の
食
料
確

保
が
必
要
と
の
事
。

　

今
回
感
じ
た
こ
と
は
、
自
然
の

力
に
は
絶
対
勝
て
な
い
。
な
す
す

べ
も
な
い
。
だ
か
ら
危
な
い
時
は
、

す
ぐ
に
逃
げ
る
。
自
分
の
事
は
自

分
で
守
る
。
い
つ
起
こ
る
か
も
し

れ
な
い
東
南
海
・
南
海
地
震
に
備

え
る
心
が
け
が
大
切
で
あ
る
と
痛

切
に
感
じ
た
。
近
所
回
り
の
共

助
、
そ
し
て
公
助
。
被
害
が
少
し

で
も
少
な
く
な
れ
ば
、
生
駒
市
民

の
誇
り
で
あ
る
と
思
う
。

　

東
地
区
自
治
連
合
会
は
、
十
一

月
二
日
か
ら
二
日
間
、
愛
知
県
知

多
市
で
県
外
研
修
を
行
っ
た
。
そ

こ
で
の
「
小
学
校
区
」
単
位
の

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
施
策
に
つ
い

て
学
び
、
生
駒
市
で
の
「
市
民
自

治
協
議
会
」
設
立
に
向
け
た
活
動

に
資
す
る
こ
と
が
主
な
目
的
で
あ

る
。

　

知
多
市
は
昭
和
五
十
年
代
よ
り

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
組
織
し
、
研
修

に
参
加
し
た
南
粕
谷
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
は
二
十
八
年
の
歴
史
が
あ

る
。
そ
の
事
業
は
文
化
部
会
・
体

育
部
会
等
七
つ
の
部
会
に
よ
り
運

営
さ
れ
、
活
発
に
活
動
し
て
い

る
。

　

特
に
、
説
明
を
聞
い
た
「
お
た

す
け
会
」
事
業
に
は
非
常
に
驚
い

た
。
前
年
百
二
十
二
件
の
活
動
依

頼
が
あ
り
、
登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
六
十
四
名
。
こ
の
こ
と
か
ら

と
っ
て
も
地
域
住
民
の
参
画
意
識

の
高
さ
が
伺
え
る
。

　

さ
て
、
一
通
り
の
説
明
が
終
わ

り
質
疑
応
答
の
時
間
に
な
る
と
、

多
数
の
質
問
が
発
せ
ら
れ
た
。
自

治
会
・
自
治
会
役
員
と
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
役
員
の
役
割
分
担
、
地
域
活

性
化
の
効
果
等
。
活
発
な
議
論
が

行
わ
れ
終
了
し
た
。

　

二
日
目
は
、
太
陽
光
発
電
所

「
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
た
け
と
よ
」
の

視
察
が
あ
っ
た
。
説
明
を
聞
い

て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
け

で
は
ま
だ
難
し
い
こ
と
が
分
か

り
、
国
民
の
一
人
と
し
て
今
後
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
考
え
る
良
い

機
会
と
な
っ
た
。

　

今
回
の
研
修
が
連
合
会
及
び
、

自
治
会
活
動
に
活
か
せ
る
よ
う
に

頑
張
り
た
い
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
忙
し

い
中
時
間
を
咲
い
て
研
修
に
参
加

し
て
い
た
だ
い
た
知
多
市
の
皆
様

に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

奈
良
県
十
津
川
村
を

視
察
し
て

　

仲
之
町
自
治
会

会
長　

木
村　
　

茂

知
多
市
の

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」施
策
を

視
察
し
て

　

東
生
駒
グ
リ
ー
ン
マ
ン
シ
ョ
ン

　

自
治
会

会
長　

佐
藤　

常
雄

中
地
区
県
外
研
修

東
地
区
県
外
研
修

メガソーラーたけとよにて

和歌山広村堤防での研修
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十
月
十
九
日
か
ら
二
日
間
、
愛

知
県
多
治
見
方
面
の
視
察
研
修
を

実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

往
き
の
車
中
で
は
、
危
機
管
理

課
平
井
課
長
か
ら
「
生
駒
市
の
自

然
災
害
と
防
災
・
減
災
」
の
講
義

や
本
市
に
類
似
し
て
い
る
「
多
治

見
市
に
つ
い
て
」
の
事
前
学
習
が

あ
り
、
な
ぜ
多
治
見
市
に
決
定
し

た
か
な
ど
分
か
り
や
す
い
話
で
研

修
の
雰
囲
気
が
高
ま
り
ま
し
た
。

　

最
初
の
視
察
地
で
あ
る
「
多
治

見
市
役
所
」
で
は
、
多
治
見
市
の

職
員
や
自
主
防
災
組
織
の
方
か
ら

色
々
な
話
を
聞
か
せ
て
も
ら
い
、

私
は
「
多
治
見
市
は
、
市
民
レ
ベ

ル
の
自
主
防
災
活
動
意
識
が
高

く
、
そ
れ
を
具
体
的
に
支
援
す
る

行
政
の
熱
意
は
厚
い
」
と
感
じ
ま

し
た
。
特
に
、
自
主
防
災
組
織
率

が
九
〇
％
近
く
あ
る
こ
と
や
、
防

災
行
政
無
線
、
避
難
場
所
の
整

備
、
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
な
ど

が
進
め
ら
れ
、
行
政
、
市
民
が
一

体
と
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
し

た
。
活
発
な
質
疑
応
答
や
意
見
が

出
さ
れ
、
と
て
も
有
意
義
な
も
の

で
し
た
。

　

次
の
視
察
地
で
あ
る
「
花
フ
ェ

ス
タ
記
念
公
園
」
は
、
太
陽
光
発

電
等
に
よ
り
ク
リ
ー
ン
で
効
率
的

な
「
単
独
自
立
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
供

給
シ
ス
テ
ム
」
を
運
用
し
、
Ｃ
Ｏ

２
削
減
効
果
を
実
証
公
開
し
て
い

る
施
設
で
す
。
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
活
用
し
環
境
に
配
慮
し
た
最
先

端
の
設
備
を
直
接
見
て
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
視
察
し
た
「
豊
田
市
防

災
学
習
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
東
海

地
震
と
台
風
等
を
臨
場
感
溢
れ
る

設
備
で
体
験
を
し
た
り
、
実
験
模

型
で
身
に
つ
い
て
い
る
防
災
意
識

を
さ
ら
に
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

今
回
の
視
察
研
修
は
、
地
域
の

つ
な
が
り
と
自
助
、
共
助
の
必
要

性
を
再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
た

う
え
、
参
加
者
相
互
の
親
睦
を
さ

ら
に
深
め
る
こ
と
が
で
き
大
変
良

か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
み
な

さ
ん
、
今
後
も
「
天
災
は
忘
れ
ず

に
や
っ
て
く
る
」
を
肝
に
銘
じ
て

活
動
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

東
松
ヶ
丘
自
治
会

会
長
　
相
田
　
浄
司

は
じ
め
に

　

介
護
の
必
要
な
「
認
知
症

高
齢
者
」
が
厚
生
労
働
省
推

計
二
〇
一
二
年
度
推
計
で
は
、

三
百
万
人
を
突
破
す
る
と
し
て
い

る
。
六
十
五
才
以
上
の
十
人
に
一

人
の
割
合
と
な
る
。

　
「
認
知
症
高
齢
者
」
の
徘
徊
事

故
が
増
え
る
傾
向
に
あ
り
、
市
福

祉
支
援
課
の
対
応
が
急
務
と
な
っ

て
い
る
今
般
、
当
自
治
会
に
徘
徊

者
を
発
見
保
護
す
る
模
擬
訓
練
の

要
請
が
あ
り
対
応
し
た
。

目
的

　

道
に
迷
っ
て
家
に
帰
れ
な
い
認

知
症
の
人
を
地
域
で
早
期
発
見
保

護
す
る
仕
組
み
を
探
る
。
ま
た
、

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
徘
徊
者

の
気
持
ち
に
配
慮
し
た
接
し
方
を

学
ぶ
。

体
制
づ
く
り

　

自
治
会
役
員
、
民
生
・
児
童
委

員
、
防
災
会
役
員
が
中
心
に
な
り

福
祉
支
援
課
よ
り
「
認
知
症
」
の

人
へ
の
対
応
に
つ
い
て
講
座
を
受

け
た
。
捜
索
エ
リ
ア
を
四
区
分

し
、
メ
ン
バ
ー
を
四
組
に
分
け

た
。

捜
索
依
頼
と
活
動
ス
タ
ー
ト

　

市
よ
り
不
明
者
情
報
（
年
令
、

服
装
、
身
体
的
特
長
、
趣
味
等
）

と
捜
索
依
頼
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
が
自
治
会

長
宅
に
入
り
、
四
組
の
リ
ー
ダ
ー

宅
に
転
送
し
捜
索
活
動
を
ス
タ
ー

ト
し
た
。

発
見
連
絡
と
保
護

　

本
人
発
見
、
市
へ
連
絡
し
集
会

所
へ
誘
導
後
家
族
の
元
へ
引
き
渡

し
た
。

今
後
の
対
応

　

本
訓
練
内
容
を
毎
年
班
長
会
の

年
間
活
動
計
画
に
入
れ
、
早
期
発

見
保
護
の
環
境
作
り
を
行
っ
て
い

き
た
い
。

多
治
見
市
の
自
主
防
災

活
動
を
視
察
し
て

　

萩
の
台
住
宅
地
自
治
会

会
長　

田
邊　

滋
生

地
域
で
支
え
る「
認
知
症
徘
徊
者
」

保
護
活
動
の
模
擬
訓
練

地
域
で
支
え
る「
認
知
症
徘
徊
者
」

保
護
活
動
の
模
擬
訓
練

南
地
区
県
外
研
修

本人発見、説得中 捜索スタート

花フェスタ記念公園にて
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つ
け
て
接
尾
語
的
に
使
う
こ
と
が

多
い
。
同
士
は
世
の
中
に
あ
ふ
れ

て
い
る
。

　

自
治
会
組
織
も
同
士
を
広
げ
活

性
化
し
な
い
と
発
展
が
な
い
と
思

う
。
子
ど
も
同
士
、高
齢
者
同
士
、

若
者
同
士
、
女
性
同
士
、
会
員
同

士
、
同
士
の
輪
を
多
く
し
た
い
。

「
同
志
」
は
同
じ
仲
間
で
も
、
目

的
や
主
義
主
張
を
同
じ
く
す
る
人

た
ち
の
こ
と
だ
と
思
う
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
場
合
は
こ
の
同
志
を
使

う
と
思
う
。
い
ろ
ん
な
同
志
の
集

団
が
多
く
な
る
こ
と
も
自
治
会
組

織
の
広
が
り
に
は
い
い
と
思
う
。

も
ち
ろ
ん
良
い
同
志
の
集
ま
り
で

あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
　

編
集
委
員
長　

上
埜　

作
治

　
　

編
集
委
員　
　

相
田　

浄
司

　
　
　
　
　
　
　
　

池
田　

健
二

　
　
　
　
　
　
　
　

城
山　

英
章

　
　
　
　
　
　
　
　

溝
尾　

清

　
　
　
　
　
　
　
　

森
岡　

文
夫

　
「
同
士
」
と
「
同
志
」

の
使
い
分
け
に
迷
う
人
は

多
い
。
実
際
混
同
し
て
用

い
ら
れ
て
い
る
。「
同
士
」

は
自
治
会
で
も
何
ら
か
の

共
通
の
関
係
を
も
っ
た
仲

間
の
こ
と
。
名
詞
の
下
に

九
　
月

　
　
六
日
　
第
三
回
常
任
理
事
会

　
一
七
～
　
中
地
区
自
治
連
合
会

　
一
八
日
　
視
察
研
修

　
二
八
日
　
第
三
回
テ
ー
マ
別
部

会
（
防
災
）

一
〇
月

　
　
二
日
　
第
四
回
正
副
会
長
会
議

　
　
　
　
　
第
三
回
テ
ー
マ
別
部

会
（
市
民
自
治
）

　
一
九
～
　
南
地
区
自
治
連
合
会

　
二
〇
日
　
視
察
研
修

　
二
七
日
　
西
地
区
自
治
連
合
会

　
　
　
　
　
視
察
研
修

　
二
九
日
　
奈
良
県
自
治
連
合
会

　
　
　
　
　
自
治
功
労
者
表
彰
式

　
三
〇
日
　
第
四
回
テ
ー
マ
別
部

会
（
防
災
）

十
一
月

　
　
二
～
　
東
地
区
自
治
連
合
会

　
　
三
日
　
視
察
研
修

　
　
六
日
　
第
四
回
常
任
理
事
会

　
　
　
　
　
市
長
と
の
懇
談
会

　
一
五
～
　
奈
良
県
自
治
連
合

　
一
六
日
　
会
視
察
研
修

　
二
七
日
　
第
五
回
テ
ー
マ
別
部

会
（
防
災
）

十
二
月

　
　
二
日
　
生
駒
市
総
合
防
災
訓
練

　
　
四
日
　
第
五
回
正
副
会
長
会
議

　
二
〇
日
　
第
四
回
編
集
委
員
会

一
　
月

　
一
五
日
　
第
五
回
編
集
委
員
会

　
一
六
日
　
第
六
回
テ
ー
マ
別
部

会
（
防
災
）

　
一
七
日
　
第
五
回
常
任
理
事
会

　
　
　
　
　
奈
良
県
自
治
連
合
会

研
修
会

　
三
〇
日
　
第
二
回
全
体
集
会

二
　
月

　
　
五
日
　
第
六
回
正
副
会
長
会
議

　
　
八
日
　
第
六
回
編
集
委
員
会

日
　
　
誌

す
。

　

今
回
は
、
小
倉
寺
町
自
治
会
の

辻
野
哲
治
会
長
と
ひ
か
り
が
丘
自

治
会
の
藤
堂
宏
子
会
長
が
奈
良
県

自
治
連
合
会
長
表
彰
を
受
け
ら
れ

ま
し
た
。

　

平
成
二
十
四
年
度
奈
良
県
自
治

連
合
会
自
治
功
労
者
表
彰
式
が
、

昨
年
十
月
二
十
九
日
に
奈
良
ホ
テ

と
の
情
報
共
有
の
機
会
を
通
じ

て
、
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
地
域

力
の
向
上
に
向
け
て
取
り
組
み
を

続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

昨
年
十
一
月
六
日
、
市
長
と
自

治
連
合
会
役
員
の
懇
談
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

こ
の
懇
談
会
は
、
地
域
の
課
題

を
市
と
共
有
し
、
解
決
に
向
け
て

一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を

目
的
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

懇
談
会
で
は
、
市
か
ら
「
生
駒

市
の
道
路
整
備
計
画
」「
市
民
自

治
協
議
会
」
の
説
明
の
あ
と
、
各

地
区
で
の
道
路
整
備
状
況
、
市
民

自
治
協
議
会
の
在
り
方
に
つ
い
て

議
論
し
ま
し
た
。

　

自
治
連
合
会
で
は
、
今
後
も
市

ル
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
表
彰
式

は
、
住
民
自
治
組

織
の
役
員
と
し

て
、
地
域
住
民
の

福
祉
向
上
に
貢
献

し
、
行
政
の
円
滑

な
る
推
進
に
協
力

さ
れ
た
方
々
を
た

た
え
る
も
の
で

奈
良
県
自
治
連
合
会

自
治
功
労
者
表
彰
式

市
長
と
の
懇
談
会
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